
参考

【マトリックス⽀援レーザー脱離イオン化法】
マトリックス⽀援レーザー脱離イオン化法（Matrix Assisted Laser 

Desorption/Ionization︔MALDI）はソフトイオン化法のひとつで、マトリックスと呼
ばれるイオン化されやすい物質をサンプルと混合して結晶化し、そこにレーザーを照射
するとサンプルとマトリックスの間でプロトンの授受が起こり、タンパク質やペプチド、
多糖のような大きな生体分子も壊すことなくイオン化できる方法です。

【⾶⾏時間型質量分析法】
⾶⾏時間型質量分析法(Time of Flight Mass Spectrometry︔TOF MS)は、生じた分

子イオンを電場で加速させ、⼀定距離の⾶⾏時間を測定して分子の質量を求める方法で
す。加速された分子イオンは、質量電荷⽐m/zが⼩さいほど⾼速で⾶⾏するので、⾶⾏
時間から得られる質量電荷⽐m/zの値から質量を求めます。

【タンパク質同定方法について】
ペプチドマスフィンガープリンティング法(Peptide Mass Fingerprinting︔PMF)と呼

ばれる方法で同定します。データベース上のタンパク質について、特異性のわかってい
るプロテアーゼで切断すると、配列から生じるペプチドとその質量が予想されます。こ
うして得られるペプチド質量の理論値と、未知タンパク質から得られた実測値を⽐較す
ることで、統計的にタンパク質を同定する方法です。

タンパク質ゲル内消化前処理受託サービス

サービス内容︓CBB染色されたSDS-PAGEのゲル⽚を、タンパク質消化酵素処理し、消化物の回収・精製を⾏います。
※ゲル内消化と、MALDI-TOF MSによるペプチドの質量分析の両方をご希望の場合は、「MALDI-TOF MS質量分析受託サービス」も合わせてご依頼ください。

基本料⾦︓1件当たり 11,750円（最大28サンプル）

前処理料⾦︓1サンプルあたり 600円
※利⽤料⾦ = 11,750円 + 600円 x サンプル数

[オプション]
・MALDI プレートアプライ︓1件あたり 5,000円（最大28サンプル）

・データベース解析⽤データ処理︓1件あたり 5,000円（最大28サンプル）
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